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教育・研究概要
Ⅰ．顎関節症の臨床研究

顎関節症に関してそのスクリーニング法や QOL
評価法について研究を継続している。また，顎関節
症の診療ガイドライン作成を目標として，GRADE
システムを用いて顎関節症初期診療ガイドライン作
成と顎関節症の消炎鎮痛薬診療ガイドライン作成を
行っている。さらに，顎関節症患者における頭痛と
睡眠障害の関連性や，顎関節患者における頭痛の推
移に関する研究を実施している。
１．有痛顎関節症患者用日常生活障害度質問票

（LDF-TMDQ）の信頼性
【目的】　有痛顎関節症患者に対して我々が作成し

た日常生活障害度質問票 LDF-TMDQ は 10 項目の
質問と，開口制限，日常生活制限および睡眠制限の
３つの構成概念からなっており，各種妥当性等につ
いて報告してきた。LDF-TMDQ の信頼性を検討す
ることが目的である。
【方法】　2006 年から１年間，慈恵医大病院歯科

外来を受診したすべての患者において初診時に
LDF-TMDQ（ １ 回 目：First-LDF-TMDQ（F-
LDF-TMDQ））の記載を依頼した。初診時に顎関
節症と診断され，本研究に参加同意を得た有痛顎関
節症患者に，F-LDF-TMDQ と同じ質問票（２回
目：Second LDF-TMDQ（S-LDF-TMDQ））に帰
宅後当日中に記載することを依頼した。同意を得た
103 名のデータのうち，中止・脱落症例を除いた欠
損値のない計 77 名（75％）のデータベースを解析
した。統計学的検討には再テスト法による検者内級
内相関と Spearman の相関係数を，内的整合性の評
価には Cronbachα を用いた。　【結果】　開口制限，
日常生活制限，睡眠制限のそれぞれの構成概念にお
いて，級内相関係数は 0.71，0.71，0.83 で，Spear-
manの相関係数はそれぞれ0.69，0.71，0.79で有意（p
＜0.001）であり，Cronbachα は 0.83，0.83，0.91 で
あった。　【結論】　LDF-TMDQ の同一日内での信
頼性が認められた。

２．顎関節症スクリーニング質問表調査における
偽陽性群および偽陽性群の原因背景

【目的】　一般歯科患者における顎関節症スクリー
ニング質問票調査１項目「開閉口時痛」（２値評価）
での偽陽性群と偽陰性群の背景を明らかにする。　

【対象および方法】　初診歯科患者 1,225 名（男性
54.4％名，女性 45.6％名）を対象とした。その中で，
スクリーニングで陽性とされ，臨床診断で顎関節症
と診断されなかった症例を偽陽性群とした。またス
クリーニングで陰性とされ，臨床診断で顎関節症と
診断された症例を偽陰性群とした。偽陽性群と真陰
性群はその確定診断疾患構成割合を調査した。アン
ケート４項目（「開口障害」，「開閉口時痛」，「偏位
開口」，「硬固物咀嚼時痛」，５値評価）の回答を用
いて，偽陽性群と真陰性群，偽陰性群と真陽性群の
症状比較および偽陽性群内と偽陰性群内での症状比
較を行った。　【結果】　偽陽性群は炎症性疾患やう
蝕症の割合が真陰性群と同様に高かった。また偽陰
性群と真陽性群の比較において偽陰性群は「開閉口
時痛」と「硬固物咀嚼時痛」で真陽性群よりも有意
に低得点であった。　【結論】　偽陽性群は，真陰性
群と同様に炎症性疾患とう蝕症が多く認められた。
また偽陰性群は，真陽性群と比較して顎関節症症状
において疼痛が弱かった。
３．企業就労者の顎関節症症状に影響をおよぼす

寄与因子の検討
【目的】　質問票を用いた調査により，企業就労者

における顎関節症有病率と顎関節症に関係する寄与
因子を抽出する。　【方法】　企業 A の就労者 2,723
名に対し，顎関節症スクリーニングおよび寄与因子
調査のための質問票を配布，回収した。その結果を
もとにデータベースを作成し，2,203 名分について
顎関節症の有無に影響を及ぼす寄与因子を検討し
た。　【結果】　顎関節症有病率は 16.4％であった。
また，ストレス感，不安感，抑うつ感，疲労持続感，
上下歯列接触癖（TCH），起床時症状が強まるほど
顎関節症有病率が増加する傾向が見られた。さらに
ロジスティック回帰分析の結果，顎関節症を発症す
る因子として不安感，疲労持続感，TCH，起床時
症状が抽出された。　【結論】　就労者における顎関
節症スクリーニング調査の結果，顎関節症の発症に
はメンタルヘルスの悪化と習癖行動の増加が影響し
ている可能性が示唆された。
４．顎関節症の診療ガイドライン作製における

“Patient Question”収集のための患者ボラン
ティアに対する個別面接調査

【目的】　顎関節症に対する初期治療ガイドライン
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作成における，Patient Question（PQ）収集を目的
として，症状経験ボランティア患者への個別面接調
査を実施した。　【方法】　対象者（以下インフォー
マントと呼ぶ）を新聞誌上で募集した。19 名の応
募者の内，委員会において検討した 10 名（女性９名，
男性名１名）をインフォーマントと選定した。この
10 名に対する個別面接調査は，専用施設を用いて
半構造化面接の手法に従って行った。質問に対する
回答は録音したうえでテキスト化し，テキストマイ
ニングの手法によってデータ化し集計した。　【結
果】　顎関節症への病識としては「あごがずれる病
気」，「歯のかみ合わせが悪いと起こる病気」という
回答が共に４例と最も多かった。しかしそのような
疾患説明を受けた患者は１例のみであった。受けた
治療はマウスピースが３例で最も多かったが，その
治療の必要性，実施理由の説明を受けたインフォー
マントはいなかった。治療に対する満足は６名が表
明したが，不満との回答も２例みられた．雑音，開
口障害，疼痛に対して，提示した治療法集計では開
口練習，マッサージ，湿布が最も多く，安静，整体，
マウスピースが続いた。　【結論】　この面接調査を
行う中で，全般的にインフォーマントが持つ病態や
治療法に対する知識の少ないことが明らかになった。
この原因として歯科担当医による病態や治療の説明
がほとんどなされていないことが考えられた。
５．顎関節症患者における睡眠と頭痛の関係
頭痛はありふれた症状で，日本人の３－４人に１

人が頭痛もちといわれ，中でも緊張型頭痛が最も多
い。私たちが 2005 年に調査した有痛顎関節症患者
542 名の頭痛有症率は 49.1％であり，また，その結
果をもとに，日本顎関節学会において頭痛と職種の
関係について報告したが，睡眠との関連は未調査で
ある。　【目的】　顎関節症患者において睡眠と頭痛
との関係を検討する。　【方法】　当科を受診した有
痛顎関節症初診患者に書面で同意を得た後，４週毎
に顎関節症多次元評価質問票への記載を依頼し，終
診までの間継続して来院時に回収した。　【結果】　
初診時登録患者数は 100 名で，初診時有頭痛症候者
は 43％であった。性比は男性：女性 43：57 で，平
均年齢は 37±14.2 歳であった。頭痛の有無と性差
をみると女性に多く観察された。頭痛の有無の推移
は初診時より４週までは減少傾向を認めたが，その
後の変化は少なかった。頭痛の有無に対し，２項ロ
ジスティック回帰分析で睡眠および Hospital Anxi-
ety and Depression Scale の不安分類と抑うつ分類
を含めて解析をおこなった結果，女性で入眠困難

（オッズ比：1.449・p 値 0.020），抑うつ程度（オッ

ズ比 2.241・p 値 0.011）が，男性では途中覚醒（オッ
ズ比 1.795・p 値 0.014），不安程度（オッズ比 2.272・
p 値 0.031）が選択された。　【結論】　有痛顎関節症
患者において，睡眠障害と頭痛に関連性があること
が示された。
６．顎関節症患者における頭痛の推移

【目的】　頭痛が顎関節症治療においてどのような
推移を示すかを明確にする。　【方法】　当科を受診
した有痛顎関節症初診患者に書面で同意を得た後，
４週毎に顎関節症多次元評価質問票への記載を依頼
し，次回来院時に回収した。　【結果】　初診時登録
患者数は 100 名で，初診時有頭痛症候者は 43％で
あった。性比は男性：女性 43：57 で，平均年齢は
37±14.2 歳であった。頭痛の有無と性差をみると女
性に多く観察された。頭痛の有無の推移は初診時よ
り４週までは減少傾向を認めたが，その後の変化は
少なかった。頭痛の強さとその推移をみると，「極
めて強い」は４週時には消失し，「中等度からかな
り強い」も経時的に減少していた。頭痛の有無に対
し，２項ロジスティック回帰分析で就業内容，睡眠
および Hospital Anxiety and Depression Scale の不
安分類と抑うつ分類を含めて解析すると，女性で入
眠困難，入力作業，抑うつ程度が，男性では不安程
度が選択された。　【結論】　頭痛は就業作業を含め
た日常生活の注意による顎関節症治療によって軽快
する可能性が示された。

Ⅱ．睡眠時無呼吸症候群に関する基礎的研究
睡眠時無呼吸低呼吸症候群について臨床，基礎両

面による研究を施行している。基礎的研究としては
動物実験により肥満，加齢が睡眠時無呼吸の病態と
関連する舌筋の機能，形態に及ぼす影響を解明して
いる。
１．高脂肪食摂取による肥満ラットの舌筋の変化

【目的】　ラットにおける肥満が舌筋（オトガイ舌
筋，オトガイ舌骨筋）の体積と性質に及ぼす影響を
明らかにすることを目的とした。　【方法】　我々は
ラットに 10 週間高脂肪食を与え，組織化学的方法，
real-time PCR 法を用いて舌筋筋線維の直径，tria-
cylglycerol の沈着量，myosin heavy chain の組成
を解析した。　【結果】　オトガイ舌筋，オトガイ舌
骨筋において triacylglycerol の沈着量は肥満群ラッ
トにおいて対照群ラットのそれよりそれぞれ 3.6，
2.5 倍多かった（p＜0.025）。オトガイ舌筋，オトガ
イ舌骨筋の遅筋線維直径は肥満ラット群において対
照群のそれと比較し約 20％大きかった（p＜0.0001）。
一方，オトガイ舌骨筋の早筋線維直径は肥満ラット
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群において対照群のそれと比較し約 10％大きかっ
た（p＜0.0001）。実験期間において両群間でのいず
れの myosin heavy chain  isoform 発現量の有意な
差は認められなかった。　【結論】　高脂肪食摂取は，
筋線維内に脂肪を沈着させ，舌筋（オトガイ舌筋，
オトガイ舌骨筋）の構造に影響を与えると考えられ
た。

　「点検・評価」
顎関節に関する基礎的・臨床的研究は教室の主た

る研究として継続している。これまでに，我々が作
成した日常生活障害度質問票（LDF-TMDQ）の有
痛顎関節症患者に対する各種妥当性等について報告
してきた。今年度の研究において同質問表の信頼性
を検討した結果，同一日内での信頼性が認められた
ことから，この質問表が今後も本邦での顎関節症疫
学調査に有用であることが証明された。また，企業
就労者における顎関節症スクリーニング調査の結果，
顎関節症の発症にはメンタルヘルスの悪化と上下歯
列接触癖を含む習癖行動の増加が影響している可能
性が示唆された。本結果は，今後の顎関節治療の予
防と治療に有益な指針となり得ると考えられた。
我々は，既に顎関節症診療ガイドライン作成に必須
のクリニカルクエスチョンを収集分析し報告した。
このクリニカルクエスチョンをもとに，医療消費者
を対象とした Patient Question の収集も実施され，
今後のガイドライン作成に有益な結果をもたらすも
のと考えられる。

我々の過去の調査において，有痛顎関節症患者に
おける頭痛有症率は高いことが明らかとなっている。
本年度の研究より，有痛顎関節症患者における睡眠
障害と頭痛に関連性があることが示され，また，頭
痛は就業作業を含めた日常生活の注意による顎関節
症治療によって軽快する可能性が示された。今後，
有痛性顎関節症と頭痛の関連に関し，さらに詳細な
検討を行う予定である。

睡眠時無呼吸症候群の要因に肥満がある。しかし
その肥満がどのように本症発症に影響するかは不明
瞭であった。これまでの研究成果より，舌筋は咀嚼
筋と比較し遅筋線維の割合が高く，特異的に筋線維
内に脂肪を蓄積・沈着することが示された。今回の
研究より，高脂肪食摂取は，オトガイ舌筋，オトガ
イ舌骨筋の筋線維内に脂肪を沈着させ，その構造に
影響を与えることが明らかとなった。これらの研究
は睡眠時無呼吸症候群発症要因解明に寄与すると期
待され，さらなる研究の発展が望まれる。
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